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滝沢市では、2014年度特定外来生物オオハン
ゴンソウの分布調査を市民参加により実施し、
市内の多くの場所に侵入していることを明ら
かにした。参加した市民から早急に駆除を行
うべきとの意見が出されたことから、分布調
査を拡充するとともに駆除対策を実施した。

▼研究の成果（結論・考察）▼研究の成果（結論・考察）▼研究の成果（結論・考察）▼研究の成果（結論・考察）

1.分布調査 市内の多くの場所で分布が確
認 されオオハンゴンソウの出現箇所は増
加傾向にある。

2.小学生による調査 5校14人が参加。分布
だけではなく土地利用などの調査を行った
事例があり、今後の発展が期待された。

3.駆除活動 駆除パンフレットを作成し、
全戸回覧による市民啓発を行った。滝沢総
合運動公園で駆除実験を行い、春子谷地湿
原の周辺で本格的な駆除を実施した。

▼研究の内容（方法・経過）▼研究の内容（方法・経過）▼研究の内容（方法・経過）▼研究の内容（方法・経過）

1.調査対象 特定外来生物オオハンゴンソウ

2.調査内容 SNS、地図でオオハンゴンソウ

の分布を市民参加で調査する。

小学生によるいきもの調査試行。

駆除方法の検討及び実施。

3.調査期間 8月～9月
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1.市民参加によるＳＮＳや地図による外来種の分布調査は、県内でも先駆的な試みであり、今後他の市町村でも
導入することが期待される。駆除のパンフレットについては、県の農業サイドで増刷され県内の農家に配布され
た。

2.小学生によるいきもの調査は、小学生が身近ないきものに触れるきっかけとなるものであり、たきざわ環境
パートナー会議が次年度以降も継続して行うこととなった。

3.一度侵入してしまった外来種の駆除は労力やコストが高くつく。未然防止のための市民の啓発が肝要である。

滝沢市内のオオハンゴンソウの分布状況
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篠木小学校児童によるいきもの調査の事例
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